


一般会計  決算認定
歳入　88億円
歳出　85億円
３億円黒字決算

　　平成28年９月定例会（第７回）で27年度一般会計、　　特別会計（４会計）決算が全会一致で認定されました。

（千円以下切り捨）

平成27年度　特別会計決算
（単位：千円以下切り捨）

会　計　名 歳入総額 歳出総額

国民健康保険特別会計 15億6009万 15億1962万

後期高齢者医療特別会計 7235万 7009万

下水道事業会計 4億7053万 4億3428万

水道事業特別会計
収益的収支 2億5460万 2億1791万

資本的収支 0万 7946万

※�水道事業特別会計の資本的収入額が資本的支出額に対して不足す

る額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年

度分損益勘定留保資本金で補てん

実質収支に関する調書

区　　分 金　　額

歳入総額 88億9,460万円

歳出総額 85億6,261万円

歳入歳出差引額 3億3,198万円

翌年度へ繰り越す

べき財源

（繰越明許費繰越額）

3,026万円

実質収支額 3億0,172万円

平 成 2 7 年 度 決 算
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一般会計  決算認定平成27年度
　　平成28年９月定例会（第７回）で27年度一般会計、　　特別会計（４会計）決算が全会一致で認定されました。

1万5,371円

●災害復興費

1万974円

●議会費

2万7,352円

●商工費

4万131円

●消防費

4万2,665円

●衛生費

8万3,757円

●土木費

7万3,355円

●教育費

16万3,925円

●農林水産業費

11万660円

●公債費

19万640円

●民生費

28万6,412円

●総務費
町民１人あたり

１年間で
使われたお金

平 成 2 7 年 度 決 算
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決

算

審

査

報

告
　
決
算
審
査
は
、
議
長
を
除
く
13
人
の
委
員
（
議
員
）
で
構
成
さ
れ
た
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
９
月
12
日（
月
）、
13
日（
火
）
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て

審
議
し
ま
し
た
。
審
査
の
中
か
ら
主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　

高
速
船
導
入
推
進

事
業
で
実
施
し
た
調

査
の
結
果
と
今
後
の
展
望

に
つ
い
て

　

町
民
ニ
ー
ズ
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
、

高
速
船
は
必
要
だ
と
の
意

見
が
多
か
っ
た
で
す
。
導

入
に
つ
い
て
は
採
算
性
の

問
題
も
あ
り
今
後
の
課
題

も
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
な
ど
町
税
の
未
収

入
が
あ
る
が
そ
の
内
容
は

　

本
年
度
の
収
入
未

済
額
は
町
税
全
体
で

５
，８
０
０
万
円
あ
ま
り

あ
り
ま
す
が
、
現
年
度
分

の
各
税
目
に
つ
い
て
は
徴

収
強
化
し
95
パ
ー
セ
ン
ト

の
徴
収
率
で
す
。
未
収
入

の
要
因
は
滞
納
繰
越
分
が

主
な
未
済
額
に
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
徴
収
の
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
買
い
物
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

事
業
内
容
は

　

各
公
民
館
等
で
高

齢
者
の
皆
さ
ん
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
写
真
を
見
て

注
文
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、

実
証
的
に
８
地
区
公
民
館

と
久
米
島
病
院
で
買
い
物

支
援
を
実
施
し
、
生
鮮
食

品
の
要
望
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
冷
蔵
機
能
付
き

の
移
動
販
売
車
を
今
年
度

補
正
で
計
上
し
ま
し
た
。

　

青
年
就
農
給
付
金

事
業
に
つ
い
て
、
対

象
者
の
人
数
と
、
新
規
就

農
者
へ
の
補
助
数
と
、
導

入
機
械
の
種
類
と
補
助
率

に
つ
い
て

　

継
続
で
受
け
て
い

る
方
が
25
名
、
新
規

就
農
者
は
１
名
、
農
機
具

に
つ
い
て
は
ト
ラ
ク
タ
ー

が
中
心
で
ロ
ー
タ
リ
ー
の

補
助
率
は
80
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
新
規
就
農
の
給
付
金

は
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
補

助
で
す
。

　

航
空
路
拡
充
対

策
事
業
の
委
託
料

８
９
６
万
円
の
決
算
が
上

が
っ
て
い
る
が
そ
の
効
果

に
つ
い
て

　

委
託
業
務
に
つ

い
て
は
、ダ
ブ
ル
ト

ラ
ッ
ク
や
既
存
の
航
空
路

線
と
し
て
機
材
の
大
型
化

な
ど
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
対
象
と
な
る
航
空
会

社
の
絞
り
込
み
や
可
能
性

の
調
査
を
進
め
て
お
り
、

航
空
会
社
間
の
繊
細
な
部

分
も
あ
る
た
め
時
期
的
に

は
公
表
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
委

員
会
の
中
で
説
明
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ー
サ
虫
防
除
確

立
研
究
調
査
事
業
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
対
応
・

取
り
組
み
を
し
た
の
か
。

　

県
の
調
査
は
以
前

に
終
了
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
２
回
ほ
ど
県

の
衛
生
研
究
所
の
担
当
課

と
情
報
交
換
ア
ー
サ
虫
駆

除
に
対
す
る
お
願
い
を
し

た
。
町
で
は
民
間
会
社
に

委
託
し
て
薬
剤
散
布
で
の

駆
除
と
産
卵
場
所
の
調
査

を
実
施
し
た
が
特
定
で
き

な
か
っ
た
。
そ
し
て
注
意

喚
起
の
パ
ン
フ
の
配
布
、

町
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
の
呼
び
か
け
を
行
っ

た
。
今
後
も
引
き
続
き
県

の
担
当
課
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⃝

水
道
事
業
会
計

　

水
道
事
業
の
経
営

分
析
を
し
て
い
る
が
、

久
米
島
町
の
経
営
状
況
と

他
市
町
村
の
状
況
に
つ
い

て　

県
内
の
他
類
似
町

村
と
比
較
し
て
も
良

好
な
経
営
状
況
だ
と
い
う

分
析
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
浄
水
場
か
ら
各

家
庭
へ
の
配
水
管
の
更
新

率
、
耐
震
化
率
の
整
備
率

が
不
十
分
で
す
。
改
修
に

つ
い
て
は
水
道
基
本
計
画

を
策
定
し
て
お
り
、
平
成

30
年
度
に
調
査
委
託
し
平

成
31
年
度
か
ら
各
施
設
の

更
新
を
行
っ
て
、
平
成
40

年
度
に
完
了
す
る
予
定
で

す
。

⃝

下
水
道
事
業
会
計

　

下
水
道
の
計
画
に

つ
い
て
、
儀
間
、
嘉

手
苅
地
区
は
い
つ
頃
に
予

定
し
て
い
る
か
。

　

現
在
、
真
我
里
地

区
と
銭
田
地
区
の
接

続
工
事
を
５
年
程
か
け
て

進
め
て
お
り
、
そ
の
後
に

儀
間
地
区
と
嘉
手
苅
地
区

の
実
施
計
画
と
工
事
に
な

る
予
定
で
す
。

⃝

国
民
健
康
保
険
会
計

　

決
算
で
実
質
収
支

額
４
千
47
万
円
の
黒

字
に
な
っ
て
い
る
が
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が

あ
り
そ
れ
を
差
し
引
い
た

ら
赤
字
に
な
る
の
で
は

　

沖
縄
県
が
毎
年
公

表
し
て
い
る
、
各
市

町
村
の
財
政
状
況
等
調
査

に
お
い
て
も
、
本
町
は
黒

字
保
険
者
（
市
町
村
）
と

し
て
報
告
が
出
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答答

答 特
別
会
計

基  金（資金積立）残  高
基  金  名 残   高

財 政 調 整 基 金 14億8774万円
地 域 振 興 基 金 10億5193万円
減 債 基 金 5936万円
地 域 福 祉 基 金 5507万円
土 地 開 発 基 金 1億8184万円
中山間ふるさと基金 1872万円
庁舎等新改築基金 5億3106万円
国保保険給付準備基金 2402万円
環 境 保 全 基 金 91万円
ふるさと納税基金 1972万円
地域雇用創出基金 1136万円
前村幸秀人材育成基金 1億8730万円
　基金とは条例により、特定の目的の
ために財産を維持し、資金を積み立て
又は、定額の資金を運用するために設
けられる資金又は財産をいう。基金残
高が多い方が貯金が多いといえる。
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　平成28年９月（第７回）定例会は、９月６日か
ら27日までの22日間の日程で行われました。
　定例会では、平成27年度の決算をはじめ議案12
件、認定５件、報告２件、諮問１件、発議２件を
審議し、すべて原案どおり可決・採択しました。
６日と８日の一般質問では９人が登壇し、活発な
審議が行われました。	

平成27年度決算	 ※全員賛成で認定
●一般会計決算
●国民健康保険特別会計決算
●後期高齢者医療特別会計決算
●下水道事業特別会計
●水道事業会計
　　詳しい内容を２～３ページに掲載

平成28年度補正予算	 ※全員賛成
●一般会計補正予算（第２号）
　　82億3957万円（４億4586万円増）

●国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　　15億2391万円（5219万円増）

●後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　　7379万円（226万円増）

●下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　　２億9907万円（1524万円増）

●水道事業特別会計補正予算（第１号）

条例の改正	 ※全員賛成
● �久米島町手数料徴収条例の一部を改正する条例
について

●久米島町公共駐車場条例の制定について

報告	

● �平成27年度決算に基づく健全化判断比率及び資
金不足比率の報告

● �平成27年度久米島町教育委員会の事務に関する
点検・評価報告

氏　　名　

　件　　名

喜
久
村
　

等

盛
本
　
　

實

平
良
　

弘
光

崎
村
　

正
明

吉
永
　
　

浩

赤
嶺
　

秀
德

仲
村
　

昌
慧

喜
久
里
　

猛

棚
原
　

哲
也

玉
城
　

安
雄

安
村
　

達
明

翁
長
　
　

学

饒
平
名
智
弘

久米島町公共駐車場条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

賛否が分かれた議案審議結果	 ○は賛成　×は反対

契約	 ※全員賛成
● 動産の買入（久米島町消防本部高規格救急自動車）
　　契約の方法　　指名競争入札
　　契約金額　　　2268万円
　　契約の相手方　沖縄トヨタ自動車株式会社

● �動産の買入（久米島町消防本部高規格救急自動
車資器材）

　　契約の方法　　指名競争入札
　　契約金額　　　1485万円
　　契約の相手方　有限会社　エコテック

●�久米島縦断線道路改良工事（１工区）工事請負契約
　　契約の方法　　指名競争入札
　　契約金額　　　5184万円
　　契約の相手方　有限会社　山里土建

●�久米島縦断線道路改良工事（２工区）工事請負契約
　　契約の方法　　指名競争入札
　　契約金額　　　5076万円
　　契約の相手方　国洋建設株式会社

一般審議　	 ※全員賛成
●振興通り駐車場指定管理者の指定について

委員任命　	 ※全員賛成
●人権擁護委員の任命
　　高江洲　眞知子　氏（字儀間）

議員提出　	 ※全員賛成
●議会活性化特別委員会設置に関する決議
●�「義務教育費国庫負担拡充」及び教育条件整備
のための意見書

　　（要約文を15ページへ掲載）

９ 月 定 例 会
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玉
城 

本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
27
年
度
で
77
件
３
８
０
万
と

な
っ
て
い
る
、
そ
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長 

チ
ュ
ラ
島
作
り
、
チ
ュ
ラ

人
作
り
、
島
づ
く
り
と
３
つ
の
柱

で
使
途
を
掲
げ
、
寄
付
者
の
意
に

沿
っ
た
使
用
方
法
を
し
て
い
る
。

玉
城 

返
礼
と
し
て
地
元
の
特
産

品
を
送
る
な
ど
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
が
本
町
で
は
ど
う
か
。

町
長 

現
在
特
産
品
等
は
送
付
し

て
い
な
い
が
、
今
後
関
係
機
関
と

調
整
し
、
取
組
に
つ
い
て
協
議
し

決
定
す
る
。

玉
城 

今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

増
や
し
て
い
く
た
め
ど
の
よ
う
な

政
策
が
あ
る
か
。

平
田
企
画
財
政
課
長 

本
町
が
取

り
組
む
施
策
に
つ
い
て
使
い
道

等
、
寄
付
者
へ
の
働
き
か
け
は
重

要
に
な
っ
て
く
る
、
各
自
治
体
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

玉
城 

各
農
家
で
は
、
各
種
助
成

制
度
が
あ
り
経
営
的
に
も
助
か
っ

て
い
る
が
、
一
旦
満
額
で
の
購
入

後
、
助
成
金
の
支
給
と
な
っ
て
い

る
、
安
定
的
農
業
経
営
の
た
め
支

給
方
法
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

町
長 

公
共
料
金
、
税
金
等
の
滞

納
が
あ
る
農
家
は
対
象
に
な
ら
な

い
為
、納
税
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

支
給
方
法
を
見
直
す
と
滞
納
者
へ

も
助
成
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
厳

し
い
。

玉
城 

堆
肥
、
肥
料
等
大
口
生
産

農
家
に
と
っ
て
は
購
入
金
額
も
大

き
く
経
営
的
に
も
か
な
り
厳
し

い
、
そ
の
点
か
ら
も
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

佐
久
田
産
業
振
興
課
長 

予
算
措

置
は
さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ｊ
Ａ
に

早
め
に
購
入
リ
ス
ト
を
提
出
し
て

貰
い
、
早
め
の
支
給
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

玉
城 

一
括
交
付
金
で
建
設
し
た

じ
ん
ぶ
ん
館
は
モ
デ
ル
的
な
事
業

と
し
て
県
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
、
久
米
島
高
校
の
魅
力
化
に

つ
い
て
今
後
の
取
組
は
。

町
長 

じ
ん
ぶ
ん
館
開
設
で
基
礎

固
め
が
出
来
た
、
今
後
と
も
久
米

島
高
校
の
魅
力
化
の
強
化
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

玉
城 

一
括
交
付
金
の
執
行
率

は
。

平
田
企
画
財
政
課
長 

繰
越
も
含

め
た
執
行
率
で
今
年
度
は
、
98
・

３
％
で
年
々
上
が
っ
て
き
て
い

る
。

問

答

ふるさと納税の使い道は

寄付者の意に沿った形で行う

玉城　安雄  議員

問答

一
括
交
付
金
の
執
行

率
は

年
々
上
が
っ
て
い
る

問答

各
農
業
助
成
金
の
見

直
し
を

早
め
の
支
給
で
対
応

町政のここを問う質問と答弁の内容を要約して掲載しています。

※ここでは年号（平成）を省略しております。
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吉
永 

甘
し
ょ
加
工
施
設
へ
の
出

荷
は
個
人
農
家
で
は
出
荷
で
き
な

い
と
聞
い
て
い
る
が
。

佐
久
田
産
業
振
興
課
長 

原
料
の

割
り
振
り
や
品
質
管
理
を
考
え
る

と
出
荷
団
体
を
通
し
た
方
が
原
料

の
確
保
を
容
易
に
行
え
る
た
め
、

個
人
農
家
か
ら
直
接
は
取
ら
な
い
。

吉
永 

補
助
事
業
で
作
ら
れ
た
施

設
。
株
主
し
か
出
荷
で
き
な
い
こ

と
に
不
公
平
感
を
感
じ
る
。
読
谷

村
で
は
、
個
人
か
ら
直
接
買
い
取

り
で
あ
る
。
個
人
農
家
で
も
出
荷

で
き
る
仕
組
み
に
す
べ
き
で
は
。

佐
久
田
産
業
振
興
課
長 

要
望
し

て
い
く
。

吉
永 

農
家
の
芋
出
荷
価
格
は
。

佐
久
田
産
業
振
興
課
長 
農
家
手

取
り
で
多
少
増
え
る
方
向
で
調
整

中
。吉

永 

島
内
で
直
接
出
荷
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
出
荷
価
格
が
あ

が
っ
て
然
る
べ
き
。
農
家
全
体
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
出

荷
価
格
も
あ
が
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

吉
永 

日
常
生
活
を
支
え
る
ゴ
ミ

出
し
支
援
の
体
制
が
必
要
と
考
え

る
が
。

保
久
村
環
境
保
全
課
長 

一
時
多

量
ゴ
ミ
、
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
は

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
通
常
の

ゴ
ミ
出
し
に
つ
い
て
は
各
自
で
の

対
応
と
な
る
。

吉
永 

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
、
生
活
支
援

の
需
要
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
。

福
祉
型
の
日
常
ゴ
ミ
出
し
支
援
を

先
手
を
打
っ
て
す
す
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
か
。

保
久
村
環
境
保
全
課
長 

プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
問
題
等
も
あ
る
が
、
関

係
機
関
と
必
要
性
を
検
討
す
る
。

吉
永 

27
年
度
、
区
長
や
議
員
か

ら
あ
が
っ
た
環
境
整
備
の
要
望
件

数
は
。

大
田
建
設
課
長 

46
件
で
あ
る
。

吉
永 

要
望
者
に
対
し
て
、
進
捗

状
況
の
報
告
は
。

大
田
建
設
課
長 

修
繕
工
事
完
了

後
に
現
場
確
認
で
対
応
し
て
い
る
。

吉
永 

各
地
域
か
ら
あ
が
っ
て
く

る
要
望
は
、
地
域
に
と
っ
て
す
べ

て
重
要
。
待
っ
て
い
る
町
民
の
立

場
を
考
え
る
と
進
捗
状
況
の
経
過

報
告
が
必
要
と
考
え
る
が
。

大
田
建
設
課
長 

補
助
事
業
に
向

け
、
県
に
要
望
し
て
い
る
。
国
・

県
の
採
択
基
準
が
厳
し
く
、
全
要

望
箇
所
の
報
告
は
厳
し
い
。

問

答

農家の所得向上を

農家手取り増える方向で

吉永　浩  議員

問答

ゴ
ミ
出
し
支
援
の
体

制
づ
く
り
を

必
要
性
を
関
係
機
関

で
検
討

問答

地
域
の
要
望
に
対
す
る

進
捗
状
況
の
報
告
を

全
要
望
箇
所
の
報
告

は
厳
し
い

か
ん
し
ょ
加
工
所

町政のここを問う

くめじま議会だより №58
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仲
村 

去
年
の
３
月
議
会
で
、「
元

県
知
事
大
田
昌
秀
氏
の
銅
像
建
立

に
つ
い
て
は
、
期
成
会
・
記
念
事

業
等
で
特
別
に
取
り
組
む
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。
他
市
町
村
の
状
況

や
規
程
等
の
整
備
を
含
め
情
報
収

集
し
た
い
。
早
い
内
に
本
人
と
協

議
し
て
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

前
向
き
に
進
め
た
い
。」
と
述
べ

て
い
る
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
。

町
長 

銅
像
建
立
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、
他
市
町
村
に

お
い
て
も
本
人
存
命
中
の
期
成
事

業
の
実
施
例
は
少
な
い
た
め
、
大

田
氏
ご
存
命
中
の
実
施
は
時
期
尚

早
と
考
え
て
い
る
。
名
誉
町
民
制

度
の
設
立
や
大
田
文
庫
の
設
立

等
、
大
田
先
生
の
意
思
を
尊
重
し

た
事
業
の
推
進
を
検
討
し
た
い
。

仲
村 

大
田
文
庫
に
つ
い
て
は
合

併
前
か
ら
話
に
上
が
っ
て
い
る

が
、
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。
大

田
文
庫
の
早
い
時
期
の
実
現
を
。

町
長 

図
書
館
の
建
設
、
そ
し
て

防
災
セ
ン
タ
ー
と
の
複
合
施
設
と

合
わ
せ
て
で
な
い
が
検
討
し
て
い

る
。仲

村 

４
年
前
に
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト

の
設
置
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、

答
弁
と
し
て
「
早
朝
や
夕
刻
か
ら

宵
闇
に
か
け
て
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
が

大
幅
に
増
え
て
い
る
。
そ
う
し
た

中
で
安
全
で
安
心
し
て
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
出
来
る
環
境
の
整
備
は
ぜ

ひ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

整
備
方
法
に
つ
い
て
は
検
討
し
た

い
。」
と
答
え
て
い
る
。
町
長
は

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
設
置
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長 

現
在
実
施
し
て
い
る
各
集

落
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
事
業
に

お
い
て
維
持
管
理
費
が
消
滅
さ
れ

る
こ
と
が
実
証
済
み
で
あ
る
。
今

後
Ｌ
Ｅ
Ｄ
事
業
の
実
績
を
踏
ま
え

設
置
可
能
か
、
ま
た
、
そ
の
場
合
、

予
算
及
び
地
区
設
定
や
県
道
歩
道

等
の
占
用
が
可
能
か
協
議
し
調
査

す
る
必
要
が
あ
り
事
業
化
で
き
る

か
検
討
し
た
い
。

仲
村 

こ
の
４
年
間
全
く
検
討
さ

れ
て
い
な
い
。
ど
う
し
た
ら
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
１
カ

所
選
定
し
て
や
っ
て
み
る
考
え
は

な
い
か
。

大
田
建
設
課
長 

施
工
管
理
し
て

い
る
方
に
、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
設

置
す
る
場
合
ど
う
い
っ
た
条
件
が

必
要
か
調
査
さ
せ
て
い
る
。
経
済

効
果
、
比
較
と
か
や
っ
て
、
モ
デ

ル
と
し
て
選
定
し
て
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問

答

銅像建立の進捗状況は

本人の意思を尊重した
事業を推進

仲村　昌慧  議員

問答

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
設

置
を

事
業
化
を
検
討

町政のここを問う
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平
良 

県
道
の
比
屋
定
集
落
か
ら

展
望
台
ま
で
の
間
で
路
面
の
一
部

凸
凹
が
確
認
で
き
る
。
最
近
は
本

町
に
お
い
て
も
自
転
車
を
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
活
用
し
て
い
る
島
民
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
展

望
台
か
ら
比
屋
定
集
落
に
か
け
て

は
、
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
下
っ

て
い
き
、
実
際
に
自
転
車
が
転
倒

し
そ
う
な
場
面
を
見
た
こ
と
が
有

る
。
こ
の
よ
う
な
危
険
要
因
が
起

こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
い

つ
か
大
き
な
事
故
が
発
生
す
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
で
あ
る
。

町
長 
凸
凹
が
あ
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
危
険
性
が
あ
る
と
言
う
こ

と
で
、
南
部
土
木
事
務
所
に
直
接

要
請
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後

早
め
に
整
備
が
実
現
す
る
よ
う
再

度
県
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

平
良 

県
道
お
よ
び
県
管
理
の
公

園
で
は
雑
草
が
生
い
茂
り
と
て
も

見
苦
し
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

町
長 

一
昨
年
ま
で
は
年
２
回
の

予
算
で
県
か
ら
島
内
業
者
が
委
託

を
受
け
て
い
た
が
現
在
は
回
数
を

増
や
し
て
請
け
負
っ
て
い
る
。

平
良 

タ
チ
ジ
ャ
ミ
公
園
の
展
望

台
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
懇
談

会
や
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

き
た
が
、
県
の
第
２
種
特
別
地
域

に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
厳
し

い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
本
町
が

整
備
計
画
を
立
案
す
れ
ば
県
の
許

可
は
も
ら
え
る
か
。

町
長 

事
業
計
画
を
実
施
す
る
場

合
に
は
、
自
然
公
園
内
に
お
け
る

開
発
行
為
の
許
可
が
必
要
で
あ

る
、
第
２
種
特
別
地
域
は
、
建
築

物
、
伐
採
等
の
規
制
は
あ
る
が
、

県
か
ら
の
許
可
は
可
能
だ
と
思

う
。

問

答

県道242号線の整備は

再度県へ要望

平良　弘光  議員

問答

県
道
の
草
刈
り
は

県
が
対
応
で
き
な
い

部
分
は
本
町
で

問答

タ
チ
ジ
ャ
ミ
公
園
は

県
へ
追
加
事
業
と
し
て

要
請

他
に
も
　
　

こ
ん
な
質
問

問  　比屋定幼稚園の有効活用につ
いて

タチジャミ公園

比
屋
定
幼
稚
園

町政のここを問う
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赤
嶺 

三
月
と
六
月
に
も
質
問
し

た
。
那
覇
署
と
南
部
土
木
事
務
所

と
協
議
中
で
あ
る
。
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
改
良
工
事
は
何
時
頃
か

ら
予
定
し
て
い
る
か
、
そ
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長 

南
部
土
木
事
務
所
と
調
整

の
結
果
、
那
覇
署
長
か
ら
南
部
土

木
事
務
所
長
宛
に
依
頼
文
書
は
届

い
て
い
る
。
工
事
の
開
始
時
期
は

那
覇
署
と
協
議
し
て
検
討
す
る

が
、予
算
が
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
年
度
は
厳
し
い
。

赤
嶺 

県
の
29
年
度
予
算
が
減
額

さ
れ
、
一
括
交
付
金
も
減
額
さ
れ

た
場
合
、
航
空
運
賃
等
の
離
島
割

引
制
度
に
影
響
が
出
た
場
合
の
対

策
は
。

町
長 

復
活
折
衝
の
状
況
を
見
て

対
応
を
協
議
す
る
。
万
一
、一
括

交
付
金
が
減
額
さ
れ
運
賃
に
影
響

が
出
た
時
は
、
他
離
島
と
連
携
を

図
り
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業

及
び
球
美
の
島
交
流
促
進
事
業
の

維
持
確
保
に
つ
い
て
県
に
要
請
す

る
。

問

答

儀間、嘉手苅の歩道の
改良は

今年度、厳しい

赤嶺　秀德  議員

問答

来
年
の
予
算
が
減
額

さ
れ
る
か

状
況
を
見
て
対
応

県道89号線

儀間川

他
に
も
　
　

こ
ん
な
質
問

問  　儀間川の水質汚濁について

町政のここを問う
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棚
原 

学
校
施
設
の
耐
震
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
本
町
の
学
校
の

耐
震
検
査
は
行
わ
れ
基
準
を
ク
リ

ア
し
て
い
る
か
、
町
民
へ
の
公
表

を
。

大
田
教
育
課
長 

耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
の
は
、
仲
里
、
美

崎
、
久
米
島
、
清
水
小
学
校
４
校

と
な
っ
て
い
る
。

棚
原 

何
年
度
に
耐
震
化
の
計
画

が
完
了
す
る
の
か
。

大
田
教
育
課
長 

33
年
度
を
め
ど

に
予
定
し
て
い
る
。

棚
原 
耐
震
基
準
を
み
た
し
て
い

な
い
幼
稚
園
１
園
と
あ
る
が
幼
稚

園
は
今
年
統
合
し
た
ば
か
り
。
災

害
発
生
時
や
避
難
等
で
問
題
が
起

こ
る
等
は
想
定
さ
れ
た
よ
う
な
意

見
は
で
な
か
っ
た
の
か
。

吉
野
教
育
長 

今
あ
る
施
設
を

使
っ
て
早
急
に
統
廃
合
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
耐
震
化
は
話
題
に
で

な
か
っ
た
。

棚
原 

教
育
庁
も
各
市
町
村
に
前

倒
し
で
耐
震
化
を
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
促
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
災
害
時
に
弱
者
と
成

り
う
る
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
に

も
迅
速
な
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み

を
。

町
長 

基
本
設
計
、
工
事
が
終
わ

る
ま
で
に
は
36
年
度
を
予
定
し
て

い
る
。
優
先
順
位
を
み
な
が
ら
改

善
し
て
い
く
。

棚
原 

浮
桟
橋
の
設
置
の
箇
所
に

つ
い
て
も
検
討
は
さ
れ
て
い
る

か
。

町
長 

兼
城
港
利
用
者
か
ら
も
要

望
が
あ
り
現
地
調
査
も
想
定
し
て

や
っ
て
い
る
。

棚
原 

潮
の
流
れ
漁
業
環
境
に
も

影
響
を
与
え
な
い
方
式
で
提
案
し

て
調
査
を
し
て
ほ
し
い
。

町
長 
職
員
を
派
遣
し
て
お
り
情

報
収
集
も
含
め
前
向
き
に
検
討
す

る
。

問

答

学校施設の耐震化は

優先順位で、改善

棚原　哲也  議員

問答

ク
ル
ー
ズ
船
受
け
入
れ

対
策
は

前
向
き
に
検
討
す
る

仲里農村環境改善センター跡地

他
に
も
　
　

こ
ん
な
質
問

問  　仲里農村環境改善センター跡地利活
用について

町政のここを問う

くめじま議会だより №58
2016（平成28）年12月１日11



饒
平
名 

ス
ハ
ラ
２
号
調
整
池
は

漏
水
を
し
、
干
ば
つ
し
た
場
合

に
、
畑
に
散
水
が
で
き
な
く
な
る

た
め
、
早
急
に
改
修
工
事
は
で
き

な
い
か
伺
い
た
い
。

町
長 

ス
ハ
ラ
２
号
調
整
池
に
関

し
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
60

年
～
平
成
７
年
度
に
掛
け
て
、
県

営
か
ん
が
い
排
水
事
業
で
実
施
完

成
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
漏
水
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
再
調
査

し
、
調
整
池
の
補
修
工
事
が
必
要

と
な
り
、
平
成
17
年
度
～
21
年
度

で
団
体
営
基
幹
水
利
施
設
補
修

事
業
に
よ
り
再
整
備
さ
れ
た
。

現
在
、
満
水
状
態
に
な
ら
ず
漏

水
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
南

部
農
林
土
木
事
務
所
に
報
告
し

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事

業
に
よ
り
ス
ハ
ラ
地
区
も
調
査

区
域
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
協

議
中
で
あ
る
。

饒
平
名 

ど
の
よ
う
に
整
備
し
て

い
く
の
か
町
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

町
長 

漏
水
と
い
う
の
は
非
常
に

難
し
い
技
術
が
あ
る
か
と
思
う

が
、
担
当
課
長
か
ら
あ
っ
た
と
お

り
県
と
密
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て

対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

崎
村 

阿
里
の
分
譲
地
の
販
売
状

況
及
び
維
持
管
理
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長 

全
１
１
５
区
画
中
78
区
画

約
68
％
が
販
売
済
み
。
37
区
画

32
％
が
未
売
で
あ
る
。
維
持
管
理

は
、
年
２
回
か
３
回
の
除
草
作
業

を
行
っ
て
い
る
。

崎
村 

分
譲
地
が
売
れ
な
い
と
維

持
管
理
費
が
か
か
る
。
売
れ
な
い

要
因
と
今
後
の
売
れ
る
見
通
は
あ

る
の
か
。

儀
間
総
務
課
長 
販
売
価
格
と
近

傍
地
の
地
価
が
下
が
っ
て
い

る
こ
と
。
島
外
の
Ｉ
タ
ー
ン
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
告
知
等

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

崎
村 

特
に
、
ギ
ン
ネ
ム
な
ど

生
い
茂
り
荒
れ
放
題
に
な
っ

て
い
る
が
そ
の
状
況
を
行
政

は
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

儀
間
総
務
課
長 

大
き
な
樹
木
に

ま
で
発
展
し
大
が
か
り
な
除
草
作

業
を
し
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
状

況
に
あ
り
、
今
後
は
、
効
率
的
な

管
理
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。
維

持
管
理
費
も
、
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん

で
い
る
状
態
で
あ
る
。

崎
村 

年
次
計
画
を
す
れ
ば
、
草

刈
機
で
除
草
で
き
作
業
量
も
減
少

し
、
経
費
も
削
減
し
、
管
理
も
し

や
す
く
な
る
と
思
う

が
行
政
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

儀
間
総
務
課
長 

今

後
予
算
措
置
も
含
め

課
内
及
び
関
係
課
で

検
討
し
た
い
。

饒平名　智弘  議員

崎村　正明  議員

問答

阿
里
の
維
持
管
理
は

予
算
措
置
も
含
め
検

討

問答

ス
ハ
ラ
２
号
調
整
池

は調
査
を
す
る

スハラ２号調整池

阿里地区

町政のここを問う
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盛
本 

本
来
、「
公
共
工
事
」
は

社
会
資
本
整
備
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
が
、
本
町
予
算
の

約
２
割
程
（
14
億
円
～
15
億
円
）

の
工
事
費
を
地
元
建
設
業
者
に
発

注
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
に
及
ぼ

す
経
済
波
及
効
果
に
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

町
長 

公
共
工
事
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
社
会
資
本
が
産
業
活
動
や

町
民
生
活
に
影
響
し
、
生
産
能
力

や
生
活
レ
ベ
ル
の
向
上
を
も
た
ら

す
効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
、
今

後
も
公
共
事
業
採
択
に
向
け
て
推

進
し
て
い
く
。

盛
本 

土
地
改
良
整
備
地
区
外
の

農
道
整
備
に
つ
い
て
は
補
助
事
業

で
の
整
備
は
難
し
い
と
の
事
で
あ

る
が
、
他
の
方
法
に
よ
る
整
備
の

可
能
性
は
。

町
長 

補
助
事
業
で
の
対
応
は
厳

し
い
が
、
地
域
か
ら
の
整
備
要
望
が

多
い
こ
と
か
ら
、
交
付
金
事
業
や
そ

の
他
の
方
法
で
検
討
し
て
い
く
。

盛
本 

謝
名
堂
川
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
住
宅
地
、
学
校
及
び
役
場

等
々
人
口
集
中
地
域
内
を
通
過
す

る
た
め
集
落
環
境
と
合
致
し
た
工

法
が
必
要
で
あ
る
が
管
理
者
で
あ

る
沖
縄
県
と
は
十
分
調
整
が
図
ら

れ
て
い
る
か
。

町
長 

町
道
と
河
川
の
管
理
用
通

路
総
合
利
用
、
橋
梁
や
排
水
路
等

の
河
川
に
お
け
る
工
作
物
等
に
つ

い
て
は
調
整
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
調
整
を
し

て
い
く
。

盛
本 

質
の
高
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
に

は
、
管
理
人
の
安
定
雇
用
と
管
理

技
術
の
向
上
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
そ
の
対
策
は
。

町
長 

管
理
人
の
管
理
技
術
の
向

上
を
図
る
た
め
に
は
県
内
外
へ
の

技
術
研
修
の
実
施
、
ま
た
安
定
雇

用
に
つ
い
て
は
民
間
へ
の
指
定
管

理
に
よ
る
可
能
性
を
検
討
す
る
。

問

答

地域経済に及ぼす影響は

町の総生産を増大させる

盛本　實  議員

問答

農
道
整
備
は

補
助
事
業
・
交
付
金

事
業
で

問答

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

管
理
は

指
定
管
理
を
検
討

問

謝
名
堂
川
の
整
備
を

答

整
備
方
法
は
県
と
調

整

謝名堂川

パークゴルフ場

町政のここを問う
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■平成28年８月 ■■■■■■■■

１日・�第２回沖縄県市町村総合事務組

合運営委員会に議長出席

３日・�那覇市議会の議会報告会に議員

出席

４日・�町村議会議長会正副議長・正副委員長研修会

に議長ほか出席

５日・佐賀市中学生交流歓迎式に議長出席

10日・�沖縄県介護保険広域連合（全員協議会・研修会・

議会運営委員会）に議員出席

12日●広報委員会

13日・久米島まつり（大綱曳き）に議長ほか出席

17日・みどり丸慰霊祭に議長出席

19日・�後期高齢者医療保険広域連合会定例会に議員

出席

20日・ＪＡ組合員感謝の集いに議長出席

21日・字西銘角力大会に議長ほか出席

23日・�県土木建築部と南部市町村との行政懇談会に

議長出席

24日・南部地区市町村議長会定例会に議長出席

� ・沖縄県介護保険広域連合定例会に議員出席

25日●議員全員協議会（終了後、島内現場視察）

�� ・久米島商工会との意見交換会に正副議長出席

■平成28年９月 ■■■■■■■■■■■■■

２日●議会運営委員会

４日・久米島町防災訓練に議長ほか出席

� ・字仲地角力大会に議長ほか出席

６日●９月定例会

７日・肉用牛共進会に議長ほか出席

８日●９月定例会

９日●９月定例会

11日・�久米島小・大岳小・美崎小運動会に議長ほか

出席

12日●決算審査特別委員会

13日●決算審査特別委員会

� ・�内閣府武川審議官表敬・島内視察に議長対応

14日・��町敬老会に議長ほか出席

15日・��ハワイ郡政府、議会議長表敬・懇親会議長ほ

か出席

16日・�ハワイアンフェスティバルに議長ほか出席

17日・�久米島郷友会連合会との交流会に議長出席

18日・�比屋定小・仲里小・清水小運動会に議長ほか

出席

21日・�平成28年度東北楽天ゴールデンイーグルス久

米島協力会評議委員会に議長出席

22日・�兼城獅子舞に議長ほか出席

27日●議会運営員会●９月定例会●広報委員会

29日・鶴保沖縄担当大臣表敬に議長対応

30日・久米島経済ネットワーク名刺交換会

■平成28年10月 ■■■■■■■■■■■■■

２日・�久米島町古典民謡大会に議長ほか出席

� ・�清水小チャリティーグランドゴルフ大会に議

長ほか出席

５日・久米島パークゴルフ協会理事会に議長出席

６日●議員全員協議会

８日・久米島紬催事に議長出席

９日・町民運動会に議長ほか出席

12日・町村議会議長会定例総会に議長出席

13日・�町村議会議長会町村議会議員研修・交流会に

議長ほか出席

14日・�離島振興市町村議会議長会臨時総会に議長出

席

� ・�久米島かんしょ加工施設の竣工式・操業開始

式・祝賀会に副議長ほか議員出席

18日・�平成28年度獣魂祭に議長出席

19日・�平成28年度第２回「沖縄県地域観光協会等会

議」に議長出席

23日・�久米島マラソン大会に議長ほか出席

24日・�2016ワールドワイド久米島フェスタに議長ほ

か議員出席

25日・�世界の久米島ンチュ大会に議長ほか出席

27日・�全国離島振興会議に議長出席

� ・�岡山県議会議員行政視察に副議長対応

　

去
る
10
月
３
日
、
台
風
18

号
は
久
米
島
を
直
撃
し
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
や
芋
、
野
菜
ま
た

牛
、
牛
舎
な
ど
農
家
に
被
害

が
各
地
で
相
次
い
だ
。
し
か

し
人
的
被
害
は
災
害
対
応
で

町
職
員
が
、
ガ
ラ
ス
で
顔
を

切
る
軽
傷
を
負
っ
た
以
外

は
、
病
院
に
運
ば
れ
る
怪
我

人
は
一
人
も
出
な
か
っ
た
。

　

久
米
島
町
は
、
今
回
の
台

風
18
号
は
特
別
警
報
が
出
て

お
り
、
町
は
早
め
に
避
難
勧

告
を
し
た
。
こ
の
た
め
島
民

１
０
０
人
余
り
が
町
指
定
の

避
難
所
に
避
難
し
た
。
早
目

の
取
り
組
み
で
人
的
被
害
が

な
か
っ
た
。

　

今
後
も
台
風
は
強
く
大
型

化
を
す
る
と
思
う
の
で
、
町

は
町
民
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
す
た
め
に
も
、
今
回
の
よ

う
に
早
目
の
取
り
組
み
は
と

て
も
大
事
だ
と
思
う
。

（
饒
平
名
）

編
集
後
記
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「義務教育費国庫負担拡充」及び教育条件整備のための意見書
　
　日々、教育の発展のために、御努力いただいていることに敬意を表します。
　さて、今日の教育の抱えている課題を解決するためには、地域や子どもの状況を踏まえ多様な教育
活動が推進できるよう、「当事者」である学校や市町村教育委員会が主体的に運営できる仕組みに改
善することが喫緊の課題です。
　そのためには財政的な保障が必要であり、それは国としての責務です。しかし､ 教育的議論と国・
都道府県・市町村の教育の役割をどう担うかの検討も十分なされないまま国庫負担金の大幅な見直し
がされ､ 国は義務教育の国庫負担割合をこれまでの「２分の１」から「３分の１」に削減しました。
　現在も義務教育費国庫負担金全額の一般財源化を推し進めようとする動きがあります。
　義務教育費国庫負担が無くなれば、自主財源の厳しい地方公共団体は、義務教育に十分な予算を回
すことができなくなり、地方公共団体間での教育条件に大きな格差が生じます。特に、多くの離島僻
地校を抱える沖縄県は非常に深刻な状況に置かれることが予想されます。
　子どもたちの教育条件に、地域による格差を生じさせてはなりません。少なくとも憲法に保障され
た義務教育においては、全国均質の教育条件を国の責任で保障すべきです。
　つきましては、以下の事項を強く求めます。 

記

一、 教育の機会均等とその水準の維持向上を図るため、その根幹となる義務教育費国庫負担制度を堅
持し、早急に国の負担を（２分の１以上に）拡充すること。

　
一、 教職員定数改善計画を速やかに実施するとともに、学校現場に必要な教職員を確保し、スクール

カウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門職の配置を正規職として拡充すること。
　
一、 意欲と情熱を持って教育に取り組む優れた教員を確保するため、人材確保法を堅持し、勤務実態

を踏まえた教員の処遇改善に努めること。
　
一、 教育関係予算を増額し、充実させること。

 　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 
　
　　平成 28 年９月 27 日 

沖縄県島尻郡久米島町議会 
　内閣総理大臣　
　文部科学大臣・教育再生担当大臣

議会だより57号（９月号）の一部訂正について

　平成28年９月１日に
発行しました、議会だよ
り57号の２ページの平
成28年度補正予算の国
民健康保険特別会計補正
予算（第１号）の数字に
誤りがありました。
　右記のとおり訂正のご
案内をさせていただくと
ともに、謹んでお詫び申
し上げます。

↓　訂正後

（単位：千円以下切り捨）

平成28年度補正予算　　※全員賛成
・国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　　１億４７１７万円（78万円増）

平成28年度補正予算　　※全員賛成
・国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　　１４億７１７２万円（78万円増）

表紙に町民の応募による
写真や題字を掲載してい
ます。
あなたの作品を議会だよ
りに掲載しませんか。
詳細は、
議会事務局
９８５－７１２８  まで
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島 内 現 場 視 察
　８月25日（木）全員協議会終了後、全議員で島内現場の視察を行った。くめじま山羊振興活

性化事業（平成27年度事業）、久米島縦断線道路整備事業、かんしょ加工施設建設整備事業、

大原下線整備事業、新興通り整備事業、水産物供給基盤機能保全事業（儀間漁港防波堤）、農林

水産施設災害復旧事業（儀間漁港沖防波堤）７カ所を視察した。工事の進捗状況や、問題点を

確認した。

くめじま山羊振興活性化事業（平成27年度事業）

久米島縦断線道路整備事業

かんしょ加工施設建設整備事業

新興通り整備事業

水産物供給基盤機能保全事業
（儀間漁港防波堤）

農林水産施設災害復旧事業
（儀間漁港沖防波堤）

大原下線整備事業
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